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１．はじめに１．はじめに１．はじめに１．はじめに    

 日本原子力研究開発機構（JAEA）は地層処分エンジニアリング統合支援システム（ISRE）の開発を行っている．

ここでは（その 1），（その 2）に続き，地層処分事業への適用を見据えた ISREの活用方法について検討した． 

２．２．２．２．ISREISREISREISRE の活用の意義の活用の意義の活用の意義の活用の意義    

 放射性廃棄物の地層処分事業は，調査/設計/建設/操業/閉

鎖の各段階を経て，100年以上の長期にわたると想定されて

いる 1)（図-1）．処分事業では調査/建設の進捗とともに地質

環境条件が徐々に明らかになり，地下施設の建設/操業段階

に入ると施設の状態や維持管理に関する情報が蓄積される

など，得られる情報は増加・詳細化する．これら膨大な情

報を適切に活用して施設の合理的な設計/建設/操業や維持

管理に反映すること，必要な情報を整理してわかりやすく

表示すること，また過去の判断に伴う議論の経緯や根拠を

確実に管理し適切に取り出すことは，国民合意に基づく事

業を円滑に推進する上で非常に重要であり，ISREはこれ

を可能とするように構築する． 

３．３．３．３．属性情報属性情報属性情報属性情報のののの抽出・整理抽出・整理抽出・整理抽出・整理    

 表-1 に示すように，各事業段階で 3 次元モデルにする対

象(例えば，地質環境では岩盤，地下水)と，その属性情報(例

えば，岩盤では岩種，密度等)を抽出・整理した．ISREは，

これらの情報を 3 次元モデルの要素や部材，もしくは施設

全体に与え，視覚的に表示し，関係者の状況把握や理解促

進を支援する．また，地下の状態が明らかになることで必

要となる地下施設の設計変更等に対して，建設/操業の実現

性，安全性の確認や性能評価等の解析評価の速やかな実施

を支援する． 

４．４．４．４．IIIISRESRESRESRE の活用の活用の活用の活用方法方法方法方法    

ISREの活用方法の検討例を事業段階ごとに以下に示す． 

①調査/設計時：調査/設計時(図-2)は，外部の地質環境情報

のデータベース（以下，「地質環境 DB」という）から取

り込んだ地質環境モデルに基づいて，設計に必要なデー

タを抽出し，地下施設の設計と性能評価を繰り返すとと

もに，設計や評価の入力データとその結果を ISREの統合  
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図-1 地層処分事業の段階的な展開 
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図-2 調査・設計時の機能連携イメージ 
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表-1 事業段階と属性情報の整理例 

－岩盤（岩種、密度、強度、熱伝導率、比熱、調査 DB へのリンク…） 
－地下水（流向、流速、水頭、溶存成分、調査 DB へのリンク…） 

 
－坑道掘削（断面形状、支保工パターン、断面積、掘削長、加背割り、品管記録…） 
－坑道内構造物－グラウト（配合、注入量、施工者、品管記録…） 
           －一次支保工－ロックボルト（材質、設計値、品管記録…） 
                    －吹付コン（配合、強度、厚さ、品管記録…） 
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データベースに保存する．また，確定した設計に基づき，地下施設の 3次元モデルと統合モデルを作成し，ISRE

に保存する．地層処分事業では事業進展に伴うデータの増加や複雑化が予想されるため，ISREを構成するデー

タベースはこれらに対応できる柔軟なものにしておく必要がある． 

②建設時：地層処分場の建設は，調査に基づく設計に従って行われるが，掘削の進捗に伴い新たな地盤情報が得

られるため，これに対応して施工方法や支保構造を修正することとなる．掘削で得られた新たな地盤情報を，

一旦 ISREに保管し，整理判断を加えて地質環境 DBに受け渡す．予想と異なる地質の出現により設計変更等が

必要な場合には，それまでに得られた情報から更新された地質環境モデルを用いて，設計の見直しと以降の計

画変更を行う．設計変更を行った結果は統合モデルに反映し，必要に応じて性能評価を行う． 

③操業時：操業時は，定置される廃棄体の情報および地下施設内での位置情報を ISREに記録し，情報管理を行う． 

④維持管理時：維持管理時は，維持管理のための点検結果を ISREに記録する．補修等を行い，部材の形状や品質

が変化した場合には，統合モデルに修正を加えてこれを記録する． 

⑤閉鎖時：閉鎖時は，建設時と同様，埋め戻し部材の発生とその品質を ISRE に記録することで進捗を管理する．

閉鎖の品質が計画と大きく異なる場合には，必要に応じて ISREが提供するデータをもとに性能評価を行う． 

⑥モニタリング時：モニタリング時は，モニタリング情報を ISREに記録し，施設が想定した状態であることを常

時確認する． 

５５５５．．．．利用シナリオ例利用シナリオ例利用シナリオ例利用シナリオ例    

 地下施設建設時を対象とした ISRE の利用

シナリオの一例を図-3に示す．坑道掘削中に

地上からのボーリング調査で確認できなか

った断層に遭遇した場合，得られた断層の情

報を ISRE 経由で地質環境 DB に与え，地質

環境モデルを修正する．修正された地質環境

モデルを再度 ISRE に取り込み，断層が処分

場としての安全性に与える影響の検討，断層

を回避，またはグラウトで止水した場合の影

響の検討などを ISRE と各種解析の連携によ

り実施し，安全性，工期，コスト等の観点か

ら総合的な比較検討を行う．判断に基づく設計変更は統合モデルを修正することで計画に反映される．また，こ

の変更判断に伴う議論やエビデンスを JAEA の知識マネジメントシステムに整理・記録する事により，処分場の

変遷と変更時の議論を遡って確認することができる． 

６６６６．．．．まとめまとめまとめまとめ    

 地層処分事業への適用を見据えて ISREの活用方法の検討を行った．まず，各事業段階で 3次元モデルにする対

象とその属性情報を抽出・整理した．次に，ISREの活用方法について調査・設計時からモニタリング時までの各

段階について検討した．さらには，地下施設建設時を対象とした ISREの利用シナリオ例について具体的に検討し

た．なお，地層処分事業には数世代にわたる多数の技術者が関わる事になるため，その多数の技術者が ISREのユ

ーザーとなってモデルや記録にアクセスすることによりデータに齟齬が生じる懸念がある．ISREを用いた高度な

情報マネジメントを実現するためには，ISREを運用するための体制について検討を行う必要があると考えられる． 

 本報告は，経済産業省資源エネルギー庁の「平成 26年度地層処分技術調査等事業（使用済燃料直接処分技術開

発）」の成果の一部である． 
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図-3 建設時の ISRE利用シナリオ例 
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